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Ｂブロックは荒木Ｂブロックは荒木
第 47 回島内一周駅伝競走大会第 47 回島内一周駅伝競走大会

　

第
47
回
島
内
一
周
駅
伝
は
11
月
25
日
、
役
場
前
を
発
着
点
に
全
10
地
区
12

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
15
区
間
33
・
17
キ
ロ
で
争
わ
れ
た
。
次
々
と
順
位
が
入
れ

変
わ
る
激
戦
の
末
、
Ａ
ク
ラ
ス
は
、
赤
連
池
治
Ａ
が
去
年
の
タ
イ
ム
を
43
秒
縮

め
る
２
時
間
１
分
10
秒
の
新
記
録
で
10
回
目
の
優
勝
（
平
成
元
年
以
降
）。
Ｂ

ク
ラ
ス
優
勝
は
、
去
年
の
タ
イ
ム
を
３
分
48
秒
短
縮
し
た
躍
進
賞
の
荒
木
体
協
。

個
人
で
は
、
赤
連
池
治
Ａ
の
向
井
良
人
が
昨
年
自
身
が
作
っ
た
６
区
区
間
記
録

と
同
タ
イ
ム
で
の
快
走
。
賀
光
哉
も
11
区
区
間
記
録
を
29
秒
も
上
回
る
圧
巻
の

走
り
で
今
大
会
唯
一
の
新
記
録
を
樹
立
、
チ
ー
ム
の
優
勝
に
貢
献
し
た
。
沿
道

に
は
大
勢
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
集
落
の
威
信
と
己
の
誇
り
を
懸
け
力
走
す
る

選
手
に
、
盛
ん
に
声
援
を
送
っ
て
い
た
。

 赤連池治Ａ 大会 赤連池治Ａ 大会４連覇４連覇達成達成

【
序
盤
＝
１
区
〜
５
区
】

　

緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
中
、
午
後
一
時

に
号
砲
が
鳴
り
響
き
、
各
集
落
を
代

表
す
る
小
学
生
女
子
が
一
斉
に
出
走
。

第
47
回
島
内
一
周
駅
伝
大
会
が
ス
タ
ー

ト
、
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ

れ
た
。

　

１
区
は
混
戦
の
中
、
中
里
連
合
の

北
村
杏
理
が
ト
ッ
プ
で
襷
を
繋
ぎ
好
ス

タ
ー
ト
を
切
る
。

　

２
区
、
早
町
の
萩
原
望
夢
が
区
間

記
録
に
あ
と
一
秒
と
迫
る
圧
巻
の
９
人

抜
き
で
一
気
に
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
。

　

３
区
、
湾
体
協
Ａ
の
美
代
さ
つ
き
が

区
間
賞
の
快
走
で
、
前
を
走
る
１
位
早

町
と
２
位
赤
連
池
治
Ａ
を
捉
え
、
４

区
へ
襷
を

繋
ぐ
。

　

４
区
、

湾
体
協
Ａ

の
澄
田
直

敏
は
３
区

の
勢
い
そ

の
ま
ま
に
、

区
間
賞
の

走
り
で
２

位
早
町
と
の
差
を
14
秒
に
広
げ
る
。

　

５
区
、
１
位
を
ひ
た
走
る
湾
体
協
Ａ

を
、
３
位
赤
連
池
治
Ａ
の
平
英
里
香

が
猛
追
。
１
分
14
秒
あ
っ
た
差
を
37
秒

ま
で
詰
め
、
連
覇
へ
の
意
地
を
見
せ
る
。

【
中
盤
６
区
〜
10
区
】

　

６
区
は
、
各
体
協
の
エ
ー
ス
ク
ラ
ス

が
競
う
最
長
区
間
。
元
山
梨
学
院
大

学
陸
上
競
技
部
主
将
で
箱
根
駅
伝
を

走
っ
た
経
験
を
持
つ
向
井
良
人
（
赤
連

池
治
Ａ
）
が
、
昨
年
作
っ
た
自
身
の
区

間
記
録
と
同
タ
イ
ム
の
疾
走
で
、
赤
連

池
治
Ａ
が
初
め
て
ト
ッ
プ
に
立
つ
。

　

７
区
、
早
町
の
大
山
魁
斗
は
１
位

を
走
る
赤
連
池
治
Ａ
と
の
１
分
９
秒

差
を
、
40
秒
差
ま
で
に
詰
め
寄
っ
た
。

　

８
区
、
米
盛
幸
汰
の
快
走
で
赤
連

池
治
Ａ
を
抜
き
再
逆
転
、
平
成
６
年

以
来
の
優
勝
を
目
指
す
早
町
が
、
再

び
ト
ッ
プ
に
返
り
咲
く
。

　

９
区
、
早
町
は
そ
の
ま
ま
ト
ッ
プ
を

死
守
し
た
が
、
後
続
に
は
変
化
が
あ

り
、
上
嘉
鉄
の
盛
賢
喜
が
一
つ
順
位
を

上
げ
２
位
へ
。
前
を
行
く
早
町
を
追

う
。

　

10
区
、
虎
視
眈
々
と
チ
ャ
ン
ス
を

狙
っ
て
い
た
上
嘉
鉄
は
、
つ
い
に
模
幸

正
の
力
走
で
ト
ッ
プ
に
躍
り
出
る
。

【
終
盤
11
区
〜
15
区
】

　

11
区
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
い
難

関
コ
ー
ス
。
大
会
唯
一
の
区
間
新
を
出

し
た
赤
連
池
治
Ａ
の
賀
光
哉

は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
韋

駄
天
の
走
り
で
1
位
を
奪
回
。

２
位
上
嘉
鉄
と
の
差
を
31
秒

と
す
る
。

　

12
区
、
町
体
で
長
距
離
界

ナ
ン
バ
ー
１
に
輝
い
た
岩
川
武

蔵
（
赤
連
池
治
Ａ
）の
快
走
で
、

２
位
上
嘉
鉄
と
の
差
は
59
秒
。

　

13
区
で
赤
連
池
治
Ａ
と
上

嘉
鉄
と
の
差
は
１
分
41
秒
ま
で

広
が
っ
た
。
早
町
は
齋
藤
仁
美

が
区
間
賞
の
走
り
で
一
つ
順
位

を
上
げ
３
位
、
前
を
行
く
上

嘉
鉄
を
追
う
。

　

14
区
、
こ
こ
で
赤
連
池
治
Ａ

は
つ
い
に
独
走
と
な
っ
た
。
後

続
で
は
、
３
位
早
町
の
高
野

惟
樹
が
一
つ
順
位
を
上
げ
、
２

位
へ
躍
進
、
戦
い
は
雌
雄
を
決

す
る
最
終
区
へ
。

　

15
区
、
過
去
２
回
区
間
記

録
を
樹
立
し
た
田
中
三
男
（
赤

連
池
治
Ａ
）
は
今
年
も
区
間
賞
の
疾

走
を
見
せ
、
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込

ん
だ
。
２
位
は
２
分
29
秒
差
で
早
町
。

３
位
争
い
は
激
し
く
、
梶
原
貴
史
（
上

嘉
鉄
）
が
一
時
、
湾
体
協
Ａ
に
捉
え

ら
れ
リ
ー
ド
を
許
す
が
気
力
で
急
追
、

ゴ
ー
ル
直
前
で
振
り
切
り
３
位
を
死

守
し
た
。
４
位
以
降
は
次
頁
に
掲
載
。

　

圧
勝
の
４
連
覇
に
つ
い
て
西
川
祐

太
監
督
は
「
選
手
は
今
大
会
に
向
け
、

厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
き
た
。
４
連

覇
が
達
成
で
き
て
嬉
し
い
。
来
年
は
５

連
覇
を
目
指
し
た
い
。」
と
優
勝
の
喜

び
を
語
っ
た
。

 各中継所順位
１区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 １２区 １３区 １４区 １５区

赤連池治A

早町

上嘉鉄

湾体協A

荒木

中里連合

赤連池治B

志佐

中央

湾体協B

阿伝

小野津

今年の選手宣誓は上嘉鉄

唯一の区間新をマークした賀光哉
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四連覇を達成した赤連池治

１区　小学女子　1.20km（町体育館前バス停）
１位 北村　杏理 中里連合    ４分 20 秒
２位 初　くるみ 赤連池治 A    ４分 22 秒
３位 上園田　ゆき乃 上嘉鉄      ４分 26 秒
 ２区　中学男子　2.83km（荒木バス停前）
１位 萩原　望夢 早町        ９分 18 秒
２位 岩川　将武 赤連池治 A    ９分 54 秒
３位 黒田　祥平 湾体協 A   10 分 07 秒
 ３区　高校女子　1.70km（手久津久集落）高校女子
１位 美代　さつき 湾体協 A     ６分 23 秒
２位 重村　美明 湾体協 B     ６分 28 秒
３位 辻　美和子 早町        ６分 52 秒
４区　40才以上男子　1.78km（上嘉鉄地区センター前） 
１位 澄田　直敏 湾体協 A     ６分 21 秒
２位 中島　興児 早町        ６分 32 秒
３位 愛　智広   赤連池治 B    ６分 40 秒
５区　中学女子　1.59km（先山集落）
１位 嶺　弥里   中央        ５分 41 秒
２位 平　英里香 赤連池治 A    ５分 53 秒
３位 登　海月   荒木        ５分 59 秒
 ６区　一般男子　3.78km（阿伝田中商店前）     
１位 向井　良人 赤連池治 A ＊ 12 分 44 秒
２位 生島　常智 上嘉鉄    13 分 35 秒

３位 前田　敏宏 赤連池治 B  14 分 06 秒
吉田　圭志 阿伝      14 分 06 秒

７区　中学男子　2.00km（嘉鈍集落）             
１位 澄　慶宏  上嘉鉄      ７分 05 秒
２位 中山　大吾 湾体協 A     ７分 31 秒
３位 大山　魁斗 早町        ７分 33 秒
８区　高校男子　2.19km（早町郵便局前）         
１位 徳島　和樹 上嘉鉄      ７分 08 秒
２位 米盛　幸汰 早町        ７分 09 秒
３位 秋田　拓己 中里連合    ７分 18 秒
９区　中学男子　2.70km（三原～佐手久線入口前） 
１位 榮　悠大  志佐        ９分 17 秒
２位 住岡　真至 湾体協 A     ９分 42 秒
３位 中園　翔馬 湾体協 B     ９分 43 秒
10 区　小学男子　1.40km（志戸桶前田商店前）     
１位 西　真生  志佐        ４分 51 秒
２位 久保　龍助 荒木        ５分 16 秒
３位 模　幸正  上嘉鉄      ５分 21 秒
11 区　一般男子　3.00km（前金久旧公民館前）   
１位 賀　光哉  赤連池治 A  ※９分 51 秒
２位 富田　健太 上嘉鉄    10 分 40 秒
３位 谷山　啓史 湾体協 A   11 分 00 秒
12 区　高校男子　3.56km（伊砂大成無線前）       
１位 岩川　武蔵 赤連池治 A  11 分 52 秒
２位 梅　龍翔  上嘉鉄    12 分 20 秒
３位 辻　奄美  早町      12 分 33 秒
13 区　一般女子　1.00km（旧坂嶺小西門前）       
１位 齋藤　仁美 早町        ３分 42 秒
２位 上堀内　久恵 赤連池治 A    ３分 57 秒

３位 豊原　周子 中央        ３分 59 秒
小林　茉枝 湾体協 B     ３分 59 秒

14 区　30 才以上男子　2.80km（高校正門前）
１位 松村　忍  中里連合  10 分 04 秒
２位 八木　敏文 赤連池治 A  10 分 10 秒
３位 高野　惟樹 早町      10 分 13 秒

15 区　45 才以上男子　1.64km
１位 田中　三男 赤連池治 A    ５分 54 秒
２位 濱井　公生 志　佐        ６分 10 秒
３位 松本　望  早　町        ６分 17 秒
（　）内は各中継地点、※は区間新、＊は区間同

【総合の部】
優　勝   赤連池治 A    ２時間 01 分 10 秒  
２　位   早　町         ２時間 03 分 39 秒  
３　位   上嘉鉄       ２時間 04 分 27 秒  
４　位   湾体協 A      ２時間 04 分 28 秒  
５　位   荒　木         ２時間 08 分 24 秒  
６　位   中里連合     ２時間 10 分 06 秒  
７　位   赤連池治 B    ２時間 12 分 29 秒  
８　位   志　佐         ２時間 13 分 24 秒  
９　位   中　央         ２時間 13 分 59 秒  
10　位   湾体協 B      ２時間 14 分 22 秒  
11　位   阿　伝         ２時間 26 分 19 秒  
12　位   小野津       ２時間 28 分 17 秒  

【Ｂクラスの部】
優　勝   荒　木         ２時間 08 分 24 秒  

【Ａクラス】湾体協Ａ、赤連池治Ａ、上嘉鉄、中里連合、
早町

【Ｂクラス】湾体協Ｂ、赤連池治Ｂ、荒木、阿伝、
小野津、志佐、中央

大会成績（平成 15年～）
平成 15 年 38 回 湾Ｂ      1 時間 56 分 59 秒    
平成 16 年 39 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 55 分 54 秒    
平成 17 年 40 回 湾 B       1 時間 55 分 30 秒    
平成 18 年 41 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58 分 52 秒    
平成 19 年 42 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 58 分 53 秒    
平成 20 年 43 回 上嘉鉄Ａ  1 時間 59 分 58 秒    
平成 21 年 44 回 赤連池治  2 時間 01 分 29 秒    
平成 22 年 45 回 赤連池治  2 時間 01 分 17 秒    
平成 23 年 46 回 赤連池治 A 2 時間 01 分 53 秒    
平成 24 年 47 回 赤連池治 A 2 時間 01 分 10 秒    

平成元年以降の優勝回数
湾 B 上嘉鉄 A 湾 C 湾 A 早町
10 回 ６回 ４回 ２回 ２回

＊湾 Bは現在の赤連池治
　湾 Cは現在の中里連合
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去
る
十

月
五
日
町

長
に
就
任

し
た
川
島

健
勇
で
す
。

本
来
な
ら

ば
各
集
落

を
訪
問
し
、

直
接
お
会
い
し
て
私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基

本
的
な
姿
勢
を
お
話
し
し
た
り
、
皆
様
の
お
話

を
お
聞
き
し
た
り
す
る
べ
き
で
す
が
、
日
程
が
と

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
広
報
紙

面
を
お
借
り
し
て
私
の
基
本
的
な
考
え
を
簡
単

に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

   

喜
界
町
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実

　

ま
ず
、
わ
が
喜
界
町
を
取
り
巻
く
現
実
は
大

変
厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

一
つ
目
は
、
わ
が
喜
界
島
は
人
口
の
減
少
と
急

速
な
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
喜
界
町
の
財
政
は
奄
美
群
島
内

で
は
健
全
度
が
高
い
と
は
い
え
ま
す
が
、
町
の
予

算
に
占
め
る
町
民
の
負
担
は
一
割
程
度
で
あ
り
、

国
･
県
の
支
援
な
し
で
は
立
ち
ゆ
き
ま
せ
ん
。

い
わ
ば
、
親
の
大
き
な
援
助
を
受
け
て
生
活
し

て
い
る
子
供
み
た
い
な
も
の
で
、
親
の
余
裕
が
な

い
と
た
ち
ま
ち
破
綻
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
そ
の
親
で
あ
る
国
の
膨
大
な
借
金

残
高
で
す
。
国
民
一
人
当
た
り
八
百
万
円
近
い

額
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
国
政
の
地
方
自
治
に
対
す
る
動

き
で
す
。
例
え
ば
、
都
道
府
県
を
廃
止
し
て
道

州
制
に
し
、
市
町
村
も
基
礎
的
自
治
体
と
し
て

大
き
な
規
模
と
す
る
と
い
う
も
の
で
、
本
町
も

合
併
を
強
い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

五
つ
目
は
、
わ
が
島
で
も
共
助
（
結
い
）
の
気

風
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
点
で

す
。
特
に
学
校
統
合
に
よ
っ
て
校
区
の
ま
と
ま
り

が
失
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
が
弱
体
化

し
て
い
く
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

   

変
わ
る
チ
ャ
ン
ス

　

こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
た
と
き
、
町
役
場

も
住
民
も
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
の
意
識
で
は

島
が
成
り
立
た
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
い

ま
こ
そ
、
意
識
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
そ
し

て
、
喜
界
島
を
小
粒
で
も
「
き
ら
り
と
か
が
や

く
い
い
島
」
と
し
て
あ
る
程
度
自
立
し
た
ふ
る
さ

と
に
し
た
い
も
の
で
す
。
私
は
島
の
将
来
に
悲
観

し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
磨
け
ば
光
る

資
源
も
あ
り
ま
す
。
地
下
ダ
ム
な
ど
発
展
の
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
も
相
当
程
度
整
備
さ
れ
、
ま
た
、

島
外
に
い
る
喜
界
島
出
身
者
も
含
め
る
と
多
士

済
々
の
す
ば
ら
し
い
人
材
も
お
り
ま
す
。
後
は

こ
れ
ら
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か　

や
る
気
が
あ

る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

   

み
ん
な
が
主
役
、
役
割
を
担
う

　

私
は
、
町
民
の
皆
様
に
今
よ
り
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
頑
張
り
と
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
我
慢
を
お
願
い

し
た
い
。
役
場
も
人
員
、
予
算
と
も
限
度
が
見

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

町
民
み
ん
な
が
主
役
で
あ
り
、
他
方
で
は
町

民
皆
が
島
の
振
興
に
役
割
を
担
っ
て
欲
し
い
。
例

え
ば
高
齢
者
に
も
野
菜
づ
く
り
や
一
、二
頭
の
牛

を
飼
う
な
ど
、
ご
自
分
に
で
き
る
範
囲
の
生
産

活
動
を
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
誰
で
も
空
い
た

時
間
に
子
供
や
お
年
寄
り
の
世
話
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
う
れ
し
い
。
要
す
る
に
そ
れ
ぞ

れ
ご
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
集
落
や
我
が
島
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
、
充
実
感
を
味

わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

   

経
済
の
活
性
化

　

喜
界
島
を
一
つ
の
国
に
見
立
て
る
と
貿
易
収
支

を
黒
字
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
島
外
に

出
す
農
産
物
な
ど
で
高
い
利
益
を
上
げ
、
島
で

消
費
す
る
野
菜
な
ど
は
で
き
る
だ
け
島
内
で
自

給
す
る
、
そ
し
て
外
で
稼
い
だ
も
う
け
は
島
の

消
費
に
回
る
。
要
は
域
内
経
済
の
循
環
を
高
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
に
は
「
六
次
産

業
」
や
「
地
産
地
消
」
と
い
っ
た
世
間
で
良
く

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
我
が
島
の
現
実
は
反
当
た

り
収
入
の
さ
ほ
ど
高
く
な
い
キ
ビ
作
が
圧
倒
的

な
比
重
を
占
め
る
一
方
、
野
菜
な
ど
生
鮮
食
料

の
多
く
を
島
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
キ
ビ
は
災
害
に
強
く
雇
用
を
生
む
基
幹
作

物
で
は
あ
り
ま
す
が
、
野
菜
、
花
卉
、
果
樹
に

比
べ
面
積
当
た
り
の
収
益
で
劣
る
こ
と
か
ら
、
や

は
り
キ
ビ
、
野
菜
、
花
卉
、
果
樹
、
畜
産
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
業
の
島
を
目
指
し
た
い
。
そ

う
し
た
中
で
、
薬
草
な
ど
新
た
な
も
の
、
以
前

島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
現
在
廃
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
も
の
も
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
販
路
に
し
て

も
、
必
ず
し
も
本
土
に
限
ら
ず
近
場
の
奄
美
市

を
ね
ら
っ
て
も
良
い
。
ま
た
、
生
産
・
加
工
･

販
売
ま
で
一
貫
し
て
島
内
で
行
う
い
わ
ゆ
る
「
六

次
産
業
」
の
育
成
に
も
取
り
組
み
た
い
。

  

観
光
・
交
流
の
振
興
も
外
貨
を
獲
得
す
る
有

効
な
手
段
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
、、
い
わ
ゆ
る

観
光
施
設
を
新
設
す
る
必
要
は
な
く
、
現
に
島

に
あ
る
景
観
、
伝
説
、
遺
跡
な
ど
を
磨
き
上
げ

て
い
け
ば
十
分
魅
力
が
あ
る
。
そ
の
上
に
地
元
の

心
の
こ
も
っ
た
料
理
と
お
も
て
な
し
の
心
を
掘
り

下
げ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
の
が
旅
行
関
係
者

の
大
方
の
意
見
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に
も
、
関

係
業
界
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　

      

推
進
す
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ン

推
進
す
る
た
め
の
エ
ン
ジ
ン

　

以
上
、
経
済
振
興
の
面
に
限
っ
て
私
の
考
え
を

述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
主
役
は
勿
論
町
内
の

個
人
、
企
業
、
団
体
な
ど
で
す
が
、
若
者
・
後

継
者
不
足
が
顕
著
な
中
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー

ン
の
よ
り
積
極
的
な
誘
致
、
全
国
の
喜
界
島
郷

友
会
の
知
恵
･
情
報
の
活
用
な
ど
も
大
い
に
進

め
た
い
。
加
え
て
企
業
の
誘
致
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
の
起
業
化
の
支
援
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　　

    

水
・
環
境
の
保
全

水
・
環
境
の
保
全

  

今
ま
で
述
べ
て
き
た
産
業
の
振
興
を
持
続
さ
せ

て
い
く
に
は
、
小
さ
な
島
で
あ
る
喜
界
島
に
と
っ

て
環
境
、
特
に
水
質
の
保
全
が
不
可
欠
で
す
。

農
業
に
お
け
る
有
機
栽
培
、
家
庭
ゴ
ミ
の
分
別

の
徹
底
と
肥
料
な
ど
へ
の
資
源
化
、
家
畜
排
出

物
の
有
効
活
用
な
ど
五
年
、
十
年
先
を
見
据
え

つ
つ
、
早
急
に
手
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
町
民
の
皆
様
の
合
意
･
協
力
な
し
に

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
子
や
孫
な
ど
に
美
し
い

古
郷
を
残
す
の
は
、
今
島
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
に
課
さ
れ
た
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
島
健
勇
町
長
が
描
く
島
の
将
来 

①
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

11
月
６
日
（
火
）
に
喜
界
町
弁
論
・
英
語
暗

唱
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

弁
論
の
部
で
は
、
各
小
学
校
五
、六
年
生
の
代

表
、
中
学
校
の
各
学
年
の
代
表
、
喜
界
高
校
の
一
、

二
年
生
の
代
表
が
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
中
で
感

じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
を
堂
々
と
し
た
態
度
で

発
表
し
ま
し
た
。
発
表
し
た
テ
ー
マ
は
、
い
じ
め

問
題
、
家
族
愛
、
平
和
へ
の
願
い
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
と
て
も
充
実
し
た
発
表
ば
か
り
で
し
た
。

　

暗
唱
の
部
で
は
、
中
学
生
の
各
学
年
の
代
表
、

喜
界
高
校
の
一
、二
年
の
代
表
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

交
え
な
が
ら
流
暢
に
暗
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
生
は
、
昨
年
度
か
ら
新
し
く
始
ま
っ

た
外
国
語
活
動
の
学
習
の
成
果
を
歌
や
表
現
を

交
え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
・

生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
素
晴
ら
し
い
発
表
に
感
動
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。
ご
来

場
い
た
だ
い

た
保
護
者
の

皆
様
の
声
援

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

11
月
20
日
（
火
）
に
喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同

音
楽
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、

平
成
20
年
度
の
開
催
を
最
後
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
や
諸
事
情
に
よ
り
開
催
が
見
送
ら
れ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
学
校
再
編
を
契

機
に
、
新
た
に
第
一
回
喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同

音
楽
発
表
会
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
音
楽
の
学
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の
学
校
の
発
表
も
練

習
を
積
み
重
ね
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
、
充
実

し
た
発
表
ば
か
り
で
し
た
。
発
表
の
中
に
は
、
手

話
や
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
、
二
部
合
唱
を

取
り
入
れ
た
り
す
る
な
ど
創
意
工
夫
を
随
所
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
各

学
校
の
校
歌
を
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
各
学
校
の
校
歌
披
露
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
初
め
て
聞
く
各
学
校
の
校
歌
を
保
護

者
や
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
喜
界
高
校
の
西
村
礼
子
先
生
の
講
評

の
後
、
西
村
先
生
も
交
え
て
中
・
高
の
吹
奏
楽
部

が
合
同
で
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
の
「
青
春
の
輝
き
」
を

演
奏
し
発
表
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様

の
た
く
さ
ん
の
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
教
職
員
に
よ
る
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
県

民
の
信
頼
を
損
ね
る
事
態
に
な
り
、
県
教
育
委
員

会
を
挙
げ
て
、
そ
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、
本
町
か
ら

絶
対
に
不
祥
事
を
起
こ
す
教
職
員
を
出
さ
な
い
と

い
う
強
い
決
意
で
、
校
長
研
修
会
や
教
頭
研
修

会
等
で
繰
り
返
し
指
導
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
、
学
校
で
は
不
祥
事
防
止
に
向
け

て
、
役
割
演
技
に
よ
る
参
加
型
・
体
験
型
の
校
内

研
修
の
実
施
等
に
取
り
組
み
、
教
職
員
が
緊
張
感

を
も
っ
て
職
務
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
３
日
は
文
化
の

日
。
教
育
委
員
会
で
は
一

昨
年
か
ら
文
化
の
日
に

ち
な
ん
で「
文
化
の
日
フ
ェ

ス
タ
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

一
回
目
の
昨
年
は
、
荒
木

集
落
等
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
棒
踊
り
を
は
じ
め
、

な
ぎ
な
た
踊
り
や
忠
臣

蔵
等
、
各
地
区
の
伝
統

芸
能
を
中
心
と
し
た
フ
ェ
ス
タ
を
実
施
し
た
。

　

今
年
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
20
代
か
ら
70
代

ま
で
の
町
民
１
０
０
人
を
対
象
に
、「
思
い
出
の

歌
、
好
き
な
歌
」
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
た
。
集
ま
っ
た
約
３
０
０
曲
の
中
か
ら
各
年
代

で
人
気
が
高
か
っ
た
25
曲
を
選
曲
し
て
、
町
内
で

歌
い
手
と
し
て
名
高
い
方
々
に
そ
の
曲
を
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
。
さ
し
づ
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
音
楽
番
組

〝 

思
い
出
の
メ
ロ
デ
ィ
ー 

〞
の
喜
界
島
版
と
も
言

う
べ
き
も
の
。
会
場
と
な
っ
た
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
は
予
想
を
遙
か
に
超
え
る
大
勢
の
人
た
ち
で

溢
れ
、
歌
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ヨ
コ
ハ
マ
」
の
フ

ル
ー
ト
演
奏
に
始
ま
り
、
プ
ロ
の
歌
手
も
顔
負
け

の
歌
唱
力
で
「
旦
那
さ
ま
」
や
「
赤
い
ハ
ン
カ
チ
」

等
の
曲
が
次
々
に
熱
唱
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
〇
〇

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
員
７
名
に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い

ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が
フ
ェ
ス
タ
に
花
を
添
え
、
役
場

職
員
が
ク
ー
ル
フ
ァ
イ
ブ
に
扮
し
て
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
歌
い
上
げ
た
「
そ
し
て
神
戸
」
は
会
場
を
笑
い

の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
。
最
後
は
「
喜
界
島
の
サ
ブ

ち
ゃ
ん
」
こ
と
阿
伝
集
落
の
生
正
夫
さ
ん
が
十
八

番
の
北
島
三
郎
節
を
披
露
し
た
。
会
場
を
後
に

す
る
町
民
は
口
々
に
「
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
開

催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。

◎ 

12
月
は
、
教
職
員
の
不
祥
事
防
止
強

化
月
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

喜
界
町
弁
論
・
英
語
暗
唱
大
会

喜
界
町
小
・
中
・
高
合
同
音
楽
発
表
会

教
職
員
の
不
祥
事
防
止
に
向
け
て

教
育
長　

晴
永　

清
道

 

「
思
い
出
の
歌
好
き
な
歌
」
二
五
選
に
堪
能

   　

～ 

第
二
回
文
化
の
日
フ
ェ
ス
タ
～

《弁士・暗唱者の一覧》
学校・学年 演　　　題
喜界中１年 いじめについて
喜界中２年 カマキリが教えてくれたこと

喜界中３年 何事も全力で
喜界小５年 小さな勇気
早町小５年 祖母の一言
喜界小６年 支えあって生きる
早町小６年 つなぐ歴史と命
喜界高１年 責任とつながり
喜界高２年 特攻花

喜界高校２年 石原　大貴

安里　梨奈
喜界高校１年 榮田　琴美

住岡　尚紀
英
語
暗
唱
の
部

学校・学年 発　　表　　者
喜界中１年 朝日　美樹
喜界中２年 原口　玲奈
喜界中３年

弁
論
大
会
の
部

弁　士　名
住岡　柚依
登　　聖佳
向井　結子
登　　夏蓮
菊地　友紀
長田　宏子
春日　泰彗
酒井　亮太朗

喜界中３年 向井結子さん

喜界中１年 朝日美樹さん

喜界小四年生の演奏

中・高合同の演奏

各学校、管理職による研修の様子
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平
成
平
成
2323
年
度
喜
界
町
歳
入
歳
出
決
算

年
度
喜
界
町
歳
入
歳
出
決
算

実
質
収
支
は
約
８
千
万
の
黒
字
を
確
保

実
質
収
支
は
約
８
千
万
の
黒
字
を
確
保

　
　

学
校
再
編
関
連
事
業
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
増
額

　
　

学
校
再
編
関
連
事
業
に
よ
り
歳
入
歳
出
と
も
に
増
額

　

平
成
23
年
度
の
歳
入
総
額
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
連
結
決

算
で
96
億
１
８
３
２
万
円
と
な

り
、
前
年
か
ら
約
４
億
円
の
増

と
な
っ
た
。
一
方
、
歳
出
総
額
も

94
億
０
４
１
０
万
円
で
、
対
前

年
比
で
約
４
億
円
強
の
増
と
な
っ

た
。

　

一
般
会
計
で
見
る
と
、
歳
入
総

額
61
億
５
９
３
９
万
円
で
、
前

年
度
か
ら
約
２
億
６
千
万
円
の

増
。
町
税
は
５
億
４
５
２
３
万

円
（
前
年
度
か
ら
約
８
百
万
円

の
減
）
で
、
使
用
料
や
財
産
収

入
な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
は

10
億
７
７
３
７
万
円
で
、
収
入
に

占
め
る
自
主
財
源
の
割
合
は
17
・

５
％
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は

60
億
５
７
４
１
万
円
で
、
約
３
億

６
千
万
円
の
増
。
歳
入
歳
出
が

増
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
学

校
再
編
関
連
事
業
に
伴
い
、
歳

入
は
補
助
金
や
起
債
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。
歳
出
も
同
事
業

に
伴
い
、
校
舎
の
修
繕
・
新
築

し
た
こ
と
に
よ
る
。
翌
年
へ
の
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
、
８
０
５
６
万
円

の
黒
字
と
な
っ
た
（
特
別
会
計
は

１
億
１
２
１
４
万
円
）。

　

経
常
収
支
比
率
は
89
・
７
％
と

な
り
、
前
年
よ
り
１
・
１
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
借

金
返
済
額
の
割
合
を
示
す
実
質
公

債
費
比
率
は
13
・
３
％
と
な
り
、

対
前
年
比
で
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た

　

町
議
会
平
成
24
年
度
第
３
定
例
会
（
９
月
議
会
）
最
終

本
会
議
が
９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
23
年
度
の
一
般

会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。
本
町
財

政
の
健
全
度
は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
は
中
位
に
あ
る
が
、

全
国
的
に
は
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
指
標

か
ら
み
る
と
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

平成 23年度歳入歳出決算額

各財政指数

 　

そ
の
状
況
を
受
け
、
各
種
事
業
の
見
直
し
と
同
時
に
、

継
続
的
な
財
政
支
出
負
担
の
減
額
に
も
取
り
組
ん
で
き

た
結
果
、
平
成
23
年
度
の
実
質
収
支
は
一
般
会
計
で
約

８
千
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
平
成
23
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
を
お
知
ら
せ

す
る
。

財政化判断比率比率（平成 19年度から）

年　度 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
19 － － 11.8 101.8 
20 － － 11.7 103.9 
21 － － 12.0 91.3 
22 － － 12.6 73.6 
23 － － 13.3 58.3 

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 
財政再生基準 20.00 35.00 35.0 

年　度 財政力指数 実質収支比率 経常収支比率
15 0.16 1.9 88.9 
16 0.16 0.7 88.9 
17 0.17 2.8 89.5 
18 0.18 3.0 86.5 
19 0.18 3.5 86.7 
20 0.18 3.9 90.7 
21 0.18 3.6 89.2 
22 0.17 4.1 88.6 
23 0.17 2.2 89.7 

標準値 １に近いほど良い ３～５％程度が
望ましい

70～ 80％程度が
標準的

（単位：千円）

自主財源
1,077,373

17.5%

依存財源
5,082,026

82.5%

地方交付税
3,037,946

49.3%

町債
381,800

6.2%

町税
545,233

8.9%

国庫支出金
1,095,071

17.8%

県支出金
397,899

6.5%

歳入決算額
6,159,399千円

地方譲与税
61,701
1.0%

地方消費税交付金
66,210
1.1%

その他（利子割交付金等）
41,399
0.7%

分担金及び負担金
24,461
0.4% 使用料及び手数料

71,007
1.2%

財産収入
41,460
0.7%

その他（寄附金・繰入金等）
395,212
6.4%
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◎
主
な
財
政
用
語

◆
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
、
補
助
費

等
な
ど
の
う
ち
臨
時
的
な
も
の
除
い
た
経
費
）の
た
め
に
経
常
一
般
財
源

（
町
税
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
の
使
途
が
特
定
さ
れ
な
い
も
の
）

が
ど
れ
だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
を
表
し
た
も
の
で
、
比
率
が

低
い
ほ
ど
財
政
構
造
は
弾
力
性
が
あ
る
（
臨
時
的
支
出
や
町
単
独
事

業
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
）。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
入
金
返
済
額
の
比
率
を
示
す
。
従
来
の
起

債
制
限
比
率
に
は
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
も
含
ま
れ
る
。
18
％
を
超
え
る
と
起
債
の
際
に
は
県
の
許
可
が

必
要
と
な
り
、
25
％
を
超
え
る
と
起
債
が
制
限
さ
れ
、
財
政
健
全
化
計

画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

財
政
の
健
全
度
を
測
る
上
で
最
も
重
要
な
指
標
。

◆
地
方
交
付
税

　

ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が
な
い
よ
う
に
所

得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
の
国
税
の
一
部
を

財
源
と
し
て
、
人
口
や
面
積
等
に
応
じ
て
道
府
県
、
市
町
村
に
交
付
す

る
も
の
。

◆
町
債

　

町
が
財
政
不
足
を
補
う
た
め
長
期
に
わ
た
り
借
り
入
れ
る
借
入
金

（
一
般
家
庭
で
い
え
ば
家
や
自
動
車
の
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
事
業
や
下
水
道
事
業
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用

料
な
ど
の
収
入
で
運
営
し
て
い
く
事
業
（
独
自
採
算
）
に
つ
い
て
、
そ

の
事
業
に
か
か
る
お
金
の
流
れ
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
一
般

会
計
と
は
別
に
会
計
を
設
け
た
も
の
。　

◆
繰
出
金

　

特
別
会
計
の
収
入
不
足
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
も
の

（
諸
支
出
金
）。

平成 23年度歳入決算額平成 23年度歳出決算（性質別）

◆平成 23年度末地方債（借金）
　昨年度は新たに３億８１８０万円を借り
入れ、元金７億７２７６万円を返済した。
　起債残高は６４億３５８８万円。（一般
会計）

◆平成 23年度末基金（貯金）
　昨年度は２億９６１３万円を積立て、取
り崩しは１億７３０４万円、基金残高は
２５億６７２万円となった。（特別会計を
含む）

一般会計の収支状況

年　度　
　区　分　　 H22 H23

歳入総額 Ａ 5,892,491 6,159,399
歳出総額 Ｂ 5,697,794 6,057,419
形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 194,697 101,980
翌年度への繰越 Ｄ 38,550 21,414
実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ①156,147 ② 80,566
単年度収支②－① Ｆ 23,609 △ 75,581
積立金 Ｇ 1,638 41,205
繰上償還金 Ｈ 0 126,474
積立金取崩し額 Ｉ 0 0
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） 25,247 92,098

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額
決  算  総  額 9,618,324 9,404,109 214,215
一  般  会  計 6,159,399 6,057,419 101,980
 特  別  会  計 3,458,925 3,346,690 112,235
国民健康保険
（事業勘定）

1,194,094 1,099,989 94,105

国民健康保険
（直診勘定）

5,560 5,560 0

介護保険事業 913,636 901,455 12,181
後期高齢者医療事業 88,019 86,746 1,273
老人福祉施設事業 398,705 394,121 4,584
屠畜場事業 2,434 2,434 0
簡易水道事業 439,861 439,861 0
農業集落排水事業 77,182 77,182 0
公共下水道事業 339,434 339,342 92

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

その他の経費
2,171,711

35.9%

投資的経費
1,341,355

22.1%

義務的経費
2,544,353

42.0%

人件費
1,197,846

19.8%

公債費
892,762
14.7%

扶助費
453,745

7.5%普通建設事業費
1,341,355

22.1%

物件費
902,010
14.9%

繰出金
725,671
12.0%

補助費等
374,744

6.2%

歳出決算額
6,057,419千円

積立金
154,659
2.6%

その他
14,627
0.2%
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

「
８
０
２
０
運
動
」
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
、
喜
界
町
で
も
五
人

の
方
が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
に
、
県
、
郡
歯
科
医
師
会
か

ら
の
表
彰
状
伝
達
式
が
町
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

喜
界
町
で
、
同
じ
年
に
五
人
の
方

が
表
彰
を
受
け
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
で
す
。

　

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
、「
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
歯
は
丈
夫
だ
っ
た
」、

「
兄
弟
で
表
彰
を
受
け
た
」、「
硬
い

も
の
を
よ
く
食
べ
て
い
た
」、「
黒
糖

は
好
き
だ
が
お
茶
も
よ
く
飲
ん
で
い

た
」
な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
症
状
】
嘔
吐
、
下
痢
、
発
熱

【
予
防
方
法
】

・
流
水
と
石
け
ん
で
十
分
な
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う
！
（
ト
イ
レ
の
後
、

食
事
や
調
理
の
前
、
外
出
後
な
ど
）

・
症
状
の
あ
る
人
と
タ
オ
ル
の
共
有

を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　

鹿
児
島
県
は
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡

率
が
全
国
平
均
の
１
・
５
倍
と
大
変

高
く
、
大
き
な
健
康
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
脳
卒
中
の
最
も
重
要
な

リ
ス
ク
要
因
は
高
血
圧
で
す
。
喜
界

町
は
こ
の
高
血
圧
に
か
か
る
医
療
費

が
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

そ
こ
で
、
喜
界
町
の
皆
さ
ん
の
血

管
を
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
に

保
つ
為
の
「
高
血
圧
予
防
教
室
」
を

開
催
致
し
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進

員
が
中
心
と
な
り
講
話
や
調
理
実
習

等
を
行
う
予
定
で
す
。

　

町
民
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
さ
れ

る
方
は
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　
　

・
開
催
日　

平
成
25
年
１
月
12
日
（
土
）

・
申
込
み
締
め
切
り
日

平
成
24
年
12
月
21
日
（
金
）

　

日
程
等
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま

し
て
は
「
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
」

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
認
知
症
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
た

め
ら
わ
ず
に
早
め
に
医
師
に
相
談
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
年
度
は
、

奄
美
市
の
稲　

源
一
郎
先
生
を
お
招

き
し
て
、
認
知
症
の
理
解
・
受
診
の

方
法
・
か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
な

ど
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
立
場
か

ら
講
演
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
・
鹿
児
島
県
支
部
」
水
流
凉
子
代

表
に
よ
る
「
言
葉
よ
り
心
に
寄
り
添

う
認
知
症
」
と
題
し
、
本
人
と
の
向

き
合
い
方
、
家
族
の
支
援
に
つ
い
て

講
話
さ
れ
ま
す
。

日
時
：
平
成
24
年
12
月
14
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

会
場
：
中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
（
６
５
）
３
５
２
２　

　

毎
月
（
第
二
土
曜
日
）
活
動
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
介
護
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
誰
か
に

聞
い
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
…
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
で
思
い
っ
き
り
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
せ
ん
か
！

〔
連
絡
先
〕
社
会
福
祉
協
議
会

℡
（
６
５
）
０
８
８
７

　

高
齢
者
の
歯
の
健
康
も
、
お
母
さ

ん
の
お
な
か
の
中
か
ら
、
ま
た
子
供

の
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
が
大
切
な
の

で
す
ね
。

　

歯
の
役
割
は
、
食
べ
物
を
噛
む
だ

け
で
な
く
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
、

認
知
症
の
予
防
に
も
役
立
つ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
は
、
歯
周
病
と
虫

歯
で
す
。
正
し
い
磨
き
方
で
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

歯
科
医
院
で
定
期
健
診
や
歯
み
が

き
指
導
を
受
け
、
家
族
み
ん
な
で
正

し
い
歯
み
が
き
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
か
ら
春
先
は
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
流
行
が

み
ら
れ
ま
す
。
先
月
か
ら
、
鹿
児
島

県
内
で
も
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸

炎
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
エ
イ
ズ
の
流
行
は
、
年
々
、

わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
拡
大
し

て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
エ
イ

ズ
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

感
染
予
防
と
感
染
者
や
患
者
へ
の
偏

見
と
差
別
を
な
く
す
こ
と
を
目
指
す

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

﹇
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
﹈

　

主
な
感
染
経
路
は
血
液
感
染
・
母

子
感
染
・
性
行
為
感
染
で
す
。
感
染

か
ら
発
病
ま
で
十
数
年
の
潜
伏
期
間

が
あ
る
た
め
、
知
ら
ず
に
、
大
切
な

人
に
移
し
て
ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
が
、
正
し
い
知
識
を

も
ち
、
感
染
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

﹇
エ
イ
ズ
検
査
に
つ
い
て
﹈

　

県
内
保
健
所
で
、
無
料
・
匿
名
で

受
け
ら
れ
ま
す（
事
前
予
約
が
必
要
）。

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
中
（
11
月
16
日

〜
12
月
15
日
）
は
、
夜
間
・
休
日
も

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

八
十
歳
に
な
っ
て
も
、
二
十
本
以

上
自
分
の
歯
を
保
と
う
と
い
う

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
!

認
知
症
講
演
会
の
ご
案
内

　
　

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

　

元
気
な
歯
で
、

　
　

か
ら
だ
も
心
も
元
気
に

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー（
12
月
１
日
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

喜
界
支
部
（
よ
〜
り
よ
〜
り
）

『
高
血
圧
予
防
教
室
』

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

平成 24 年度　8020 運動表彰者　

氏　名 年　齢 集　落 保有歯

郡山　長朔 87 志戸桶南部 23

川島　初子 81 浦原 20

界田　京子 80 大朝戸 26

若松　純雄 80 白水 28

西　　武益 80 荒木 28
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早町港　迂回路案内図

一 般 道

臨港道路

迂 回 路

湾港方向より

橋手前を右折

早町港

(住民の通行
は可能)

塩道公園

・ 早町港の臨港道路は現在、陥没のため通行止めを
行っており、歩行者・車両の通行は出来ません

 ・ フェリー乗船の方は、お手数ですが迂回路をお通り
ください

 ・ 迂回路以外は集落道であり、道幅が狭く , 夜間早朝
の騒音防止のため、通行はご遠慮ください

 ・不明な点は下記まで お問い合わせください
[ 通行止期間 ･工事関係 ] 喜界事務所　0997-65-4301
[ フェリー入出港関係 ] 喜禎運送店　0997-65-0057

ホントに知ってる？シマのこと
　地域に眠る自然や文化、伝統、様々な知識や得意技を持つ人材。「あまみシマ博覧会」では知ってるようで意外と知らない地域の宝を活かした

体験プログラムを通じて博覧会形式のイベントとして開催しています。

　喜界島では「貝殻細工作り」「シマあるき」「草木染め体験」「焼酎製造体験」「製糖体験」「夜光貝細工」「農業体験ツアー」「野草教室」「ふすぅ

収穫 &デザート作り」「島唄＋焼酎＋島料理」「島唄・三味線教室」など19のプログラムを準備しております。この機会に喜界島の魅力に触れて

みませんか？

　早町港のフェリー乗り場へ通る臨港道路が、台風等により陥没したため、現在、通行止めとしています。　早町港のフェリー乗り場へ通る臨港道路が、台風等により陥没したため、現在、通行止めとしています。
　フェリーあまみ・きかいをご利用される方は、汐見橋隣の町道を迂回路として利用されるようお願いします。　フェリーあまみ・きかいをご利用される方は、汐見橋隣の町道を迂回路として利用されるようお願いします。
　通行止めの解除は平成25年初夏頃を予定しています。　通行止めの解除は平成25年初夏頃を予定しています。

【期間】平成 25 年 2月 1日（金）～ 28 日（木）

【お問い合わせ・予約】　ぐーんと奄美　（社）奄美群島観光物産協会（電話：0997-58-4888）

　　　　　　　　　　　喜界島観光物産協会（電話：0997-65-1202）

【あまみシマ博覧会公式 HP】http://amamishimahaku.com/

2013 冬2013冬

 喜界
島・奄

美大島
・

徳之島
・沖永

良部島
・

ヨロン
島で同

時開催
！

喜界島プログラム一覧

1.    貝殻で自分だけのオリジナル作品をつくろう！

2.    シマあるき（小野津）

3.    喜界島の草木で染色

4.    学ぶ楽しむ野草散策とハーブティータイムのお誘い

5.    学ぶ味わう夜光貝体験

6.    学ぶ楽しむ夜光貝アクセサリ体験

7.    シマあるき（塩道・早町・白水）

8.    黒糖焼酎工場見学 &ボトル作り

9.    黒糖焼酎の酒蔵ツアー

10.  黒糖作り体験

11.  シマあるき（中里）

12.  シマあるき（湾）

13.  シマ一夜

14.  喜界島農業体験バスツアー

15.  奄美芸能島唄三味線教室

16.  ふすぅみかん収穫 &デザートづくり

17.  シマあるき（阿伝）

18.  シマあるき（荒木）

19.  野草を楽しむ in 喜界

大島支庁喜界事務所からのお知らせ～早町港フェリー乗り場への迂回路～大島支庁喜界事務所からのお知らせ～早町港フェリー乗り場への迂回路～

り

9　Kikai Public Relations 2012.12



　

平
成
24
年
度
喜
界
町
戦
没
者

追
悼
式
が
10
月
26
日
、
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
遺
族
を
含
む
関
係
者
ら
約

1
0
0
人
が
参
列
し
た
。

　

戦
没
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

川
島
健
勇
町
長
（
代
読
）
が
「
多

く
の
方
が
国
内
外
で
散
華
さ
れ
た
こ

と
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
深
い
悲
し
み
。
戦
後
60
年
以
上

絶
っ
た
が
、未
だ
世
界
各
地
で
戦
争
・

紛
争
が
絶
え
な
い
。
悲
惨
な
戦
争

体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
世
界

平
和
の
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
し

て
い
く
こ
と
を
誓
う
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。

　

町
遺
族
会
の
生
禎
藏
会
長
は
追

悼
の
言
葉
で
、「
戦
争
で
失
わ
れ
た

多
く
の
生
命
の
上
に
、
今
日
の
平
和

と
未
来
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
戦

後
生
ま
れ
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と

が
大
切
。
私
た
ち
は
二
度
と
戦
争

を
し
な
い

こ
と
を
決

意
し
、
世

界
平
和
を

確
立
す
る

こ
と
が
私

た
ち
の
責

務
」
と
述

べ
た
。

　

関
西
喜
界
町
郷
友
会
青
年
部
は

11
月
３
日
、西
宮
市
の
野
球
場
で
「
関

西
喜
界
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
」
と
「
関

西
喜
界
島
二
世
」
の
軟
式
野
球
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
や
や
肌
寒
い
天
候
の
中
、

二
世
チ
ー
ム
の
一
方
的
な
展
開
が
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、
序
盤
は
息
詰
ま

る
投
手
戦
と
な
り
ま
し
た
。
中
盤
に

突
入
す
る
と
つ
い
に
均
衡
が
破
れ
、
エ

ラ
ー
や
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
、

攻
守
入
り
乱
れ
る
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の

試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
熱
戦
の

結
果
、
10
対
６
で
二
世
チ
ー
ム
の
勝

利
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
お
子
さ
ん
連
れ

の
方
も
い
て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し

い
試
合
で
し
た
。（
報
告
：
関
西
喜

界
町
郷
友
会
事
務
局　

照　

尚
博
）

　

鹿
児
島
喜
界
会
「
第
58
回
敬
老

会
」
を
10
月
21
日
、
鹿
児
島
県
婦

人
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

川
島
新
喜
界
町
長
ご
夫
妻
を
迎

え
、
１
５
１
人
が
参
加
。
お
互
い

の
健
康
と
島
へ
の
懐
か
し
い
想
い

を
、
島
ユ
ミ
タ
で
語
り
合
い
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
川
島
町
長
は

「
島
内
外
に
い
る
皆
さ
ん
の
知
恵
を

集
め
て
喜
界
島
を
元
気
に
し
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
70
歳
に
な
っ
た
新
敬
老
者

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
し

て
久
保
啓
二
郎
さ
ん
（
荒
木
出
身
）

が
「
先
輩
を
見
習
い
、
後
輩
の
手

本
と
な
る
よ
う
キ
バ
リ
ま
す
」
と

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

宴
会
で
は
、
舞
踊
・
沖
縄
舞
踊

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最

後
に
、「
島
帰
り
往
復
乗
船
券
」
等

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
喜
び
の
中
、

敬
老
会
が

お
開
き
と

な
り
ま
し

た
。

（
報
告
：

鹿
児
島
喜

界
会
事
務

局
長　

作

井
博
）

　

町
産
業
振
興
課
は
10
月
25
日
、
大

朝
戸
・
西
目
集
落
に
職
員
が
中
心
に

な
っ
て
育
て
た
島
み
か
ん
・
花
良
治
み

か
ん
な
ど
の
苗
木
約
５
０
０
本
を
無

料
配
布
し
た
。

　

大
朝
戸
集
落
か
ら
発
生
し
た
カ
ン

キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
駆
除
の
た
め
、

同
集
落
か
ら
は
多
く
の
柑
橘
樹
が
伐

採
さ
れ
た
。
そ
し
て
数
年
に
及
ぶ
行

政
・
集
落
民
共
同
の
地
道
な
防
除
作

業
の
結
果
、
見
事
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ

ン
グ
病
撲
滅
を
達
成
。
こ
の
度
、
柑

橘
樹
の
再
興
の
た
め
無
料
で
手
渡
さ

れ
た
。

　

大
朝
戸
集
落
の
西
村
義
一
区
長
は

「
今
ま
で
行
政
機
関
に
支
援
・
指
導

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
感
染
防
止
に

努
め
て
き
た
。
念
願
の
撲
滅
宣
言
を

迎
え
、「
島
み
か
ん
」
苗
木
等
の
無
料

配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
に
負
け
な
い
よ
う
大
事
に
育

て
た
い
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

第
40
回
北
大
島
地
区
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
奄
美
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
）
は
10
月
31
日
、
奄
美

市
名
瀬
総
合
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

　

町
長
寿
会
か
ら
は
約
30
人
の
選
手

団
が
出
場
し
、
輪
投
げ
・
玉
入
れ
な

ど
の
８
種
目
に
参
加
し
た
。
今
回
、

多
く
の
新
メ
ン
バ
ー
を
加
え
た
喜
界

選
手
団
は
、
練
習
で
培
っ
た
チ
ー
ム

力
を
生
か
し
多
種
目
で
入
賞
、
初
め

て
の
団
体
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

初
優
勝
し
た
喜
界
選
手
団
に
つ
い

て
開
悦
夫
長
寿
会
会
長
は
「
念
願
の

初
優
勝
が
で
き
て
嬉
し
い
。
今
年
は

若
い
選
手
が
多
く
参
加
し
、
練
習
場

所
も
確
保
で
き
た
こ
と
が
勝
因
。
連

覇
を
目
指
し
て
練
習
に
励
み
た
い
」

と
語
っ
た
。　

世
界
平
和
を
誓
う

　

〜
戦
没
者
追
悼
式
〜

関
西
喜
界
高
校
野
球
部
O
B

　
　

V
S
関
西
喜
界
島
二
世

第
58
回
敬
老
会

　
　
　
　

盛
大
に
開
催

大
朝
戸
・
西
目
集
落
に
島
み
か
ん

等
の
苗
木
を
無
料
配
布

北
大
島
地
区
高
齢
者

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

　
　

〜
団
体
総
合
初
優
勝
〜

Topics in KIKAIJIMA
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早
町
小
学
校
（
田
畠
悦
子
校
長
）

の
児
童
は
こ
の
ほ
ど
、
各
分
野
に
精

通
し
た
地
域
の
先
輩
か
ら
、
郷
土

に
伝
わ
る
文
化
や
芸
能
な
ど
を
学

ん
だ
。
こ
の
授
業
は
教
育
活
動
を
広

く
県
民
に
公
開
す
る
「
地
域
が
育

む
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』
県
民
週
間
」

（
11
月
１
〜
７
日
）
に
実
施
さ
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
見
え
な
い
も
の
に

は
夢
が
あ
る　

〜
文
化
の
伝
承
・
つ

な
が
り
の
深
化
を
求
め
て
〜
」

　

各
学
年
ご
と
に
地
域
で
活
躍
す

る
先
輩
講
師
が
派
遣
さ
れ
、「
小
野

津
う
ど
ん
づ
く
り
」
や
「
島
口
の
特

訓
！
」
教
室
な
ど
、
郷
土
の
伝
統

文
化
を
教
わ
っ
た
。「
小
野
津
う
ど

ん
づ
く
り
」
を
体
験
し
た
浜
田
愛

音
さ
ん
（
志
戸
桶
）
は
「
だ
し
を
と
っ

た
い
り
こ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
。
思
っ
た
以
上
に
お
い
し

か
っ
た
で
す
。」
と
語
っ
た
。

　

喜
界
消

防
分
署（
岩

切
進
一
郎

署
長
）は
11

月
16
日
、

消
防
分
署

前
に
お
い

て
高
規
格

救
急
自
動

車
引
渡
し

式
を
行
っ

た
。

　

町
の
救
急
件
数
は
、
大
島
地
区

消
防
組
合
発
足
以
来
、
年
々
増
加

し
て
い
る
。
喜
界
分
署
で
は
、
平

成
19
年
か
ら
救
急
救
命
士
を
養
成
。

現
在
３
人
の
有
資
格
者
を
配
置
。

さ
ら
に
、
喜
界
徳
州
会
病
院
と
の

連
携
も
強
化
し
、
病
院
内
で
の
技

術
的
研
修
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
喜
界
分
署
は
こ
の
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
救
急
救
命
士
の
行
う
特

定
行
為
（
一
部
の
医
療
行
為
）
の
環

境
作
り
を
構
築
し
て
き
た
が
、
既

存
の
救
急
自
動
車
内
で
は
、
特
定

医
療
行
為
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
導
入
し
た
高
規
格
救
急
自
動

車
は
、
車
内
で
立
っ
た
ま
ま
処
置
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
救
急
救
命
士
が

活
動
し
や
す
い
よ
う
に
広
く
設
計
さ

れ
て
い
る
。

　

お
は
な
し
の
会
「
こ
ろ
こ
ろ
」
の

有
志
は
10
月
28
日
、
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
絵
本
作
家

宮
西
達
也
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
体
験
型
講
座
）
を
行
っ
た
。
宮
西

さ
ん
の
作
品
は
「
お
と
う
さ
ん
は
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
や
教
科
書

掲
載
（
小
２
）
の
「
に
ゃ
ー
ご
」、
近

年
で
は
ア
ニ
メ
映
画
化
さ
れ
た
「
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」
な
ど
多
数
。

　

参
加
し
た
約
50
人
は
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
語
る
宮
西
ワ
ー
ル
ド
に

引
き
込
ま
れ
て
い
た
。今
井
有
夏
さ
ん

（
荒
木
･
９
才
）
は
「
宮
西
さ
ん
は

と
て
も
優
し
く
て
、
絵
本
も
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

お
は
な
し
の
会
「
こ
ろ
こ
ろ
」
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
図
書
館
の
お
は
な

し
会
等
で
読
み
聞
か
せ
を
す
る
グ

ル
ー
プ
。
今
回
は
こ
ど
も
ゆ
め
基
金

事
業
を
利
用
し
、
宮
西
さ
ん
を
招
へ

い
し
た
。

　

大
福
電
設
㈱
（
高
牟
禮
哲
博

代
表
取
締
役
）
は
11
月
15
日
、

老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
に
車
い
す

３
台
を
寄
贈
し
た
。
当
社
の
寄

贈
は
平
成
16
年
か
ら
計
９
回
に

わ
た
り
毎
年
行
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
入

所
者
の
快
適
で
安
心
し
た
生
活

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

寄
贈
を
受
け
た
金
井
勝
芳
園

長
は
「
９
年
間
、
毎
年
車
い
す

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
車
い
す
は

入
園
者
の
快
適
な
生
活
に
大
変

重
宝
し
て
い
ま
す
。
大
事
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感

謝
を
述
べ
た
。

ふ
る
さ
と
先
生
に
学
ぼ
う

〜
県
民
週
間
・
早
町
小
学
校
〜
〜
高
規
格
救
急
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　

引
渡
し
式
〜

絵
本
の
喜
び
を
伝
え
る

〜
絵
本
作
家
宮
西
達
也
さ
ん
〜

〜
老
人
ホ
ー
ム
に
車
い
す

　
　

３
台
を
寄
贈
・

　
　
　
　
　

大
福
電
設
〜

シ マ の 話 題

喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
22

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　

喜
界
島
方
言
の
敬
語　

　
　

 

大
分
大
学　

荻
野
千
砂
子

　

初
め
て
喜
界
島
を
訪
れ
た
の
は
一

昨
年
の
九
月
で
し
た
。
そ
の
後
も
何

度
か
調
査
を
お
願
い
し
て
、
今
も
小

野
津
、
坂
嶺
、
上
嘉
鉄
の
方
々
に
は

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
喜
界
島
に
行
き
た
か
っ
た
の
は
、

敬
語
「
タ
ボ
ー
リ
」
に
興
味
を
持
っ

た
か
ら
で
し
た
。

　

私
は
、
六
年
ほ
ど
前
か
ら
南
琉
球

の
八
重
山
地
方
石
垣
島
に
通
っ
て
い

ま
す
。
石
垣
方
言
で
は
「
～
し
て
く

だ
さ
い
」
と
相
手
に
お
願
い
を
す
る

と
き
に
「
タ
ボ
ー
リ
」
や
「
ト
ー
リ
」

を
使
い
ま
す
。「
タ
ボ
ー
リ
」
を
く
わ

し
く
調
べ
る
と
、
日
本
本
土
の
室
町

時
代
の
「
た
ま
わ
る
」
と
よ
く
似
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
喜
界
島
の
「
タ
ボ
ー
リ
」
は
ど

う
だ
ろ
う
か
と
興
味
を
持
っ
た
の
で

す
。「
た
ま
わ
る
」
は
、
十
六
世
紀
の

琉
球
の
古
文
書
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
職
を
任
命
す
る
辞
令
書
に
「
△

△
に 

た
ま
は
り
申
候
（
△
△
は
人

物
名
）」
と
書
か
れ
て
お
り
、
首
里
で

も
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
現
在

の
首
里
方
言
に
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

南
の
石
垣
方
言
や
北
の
喜
界
島
方
言

に
は
「
タ
ボ
ー
リ
」
と
い
う
形
で
残
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
喜
界
島
に
は
色
々
敬
語
が

あ
り
ま
す
の
で
、
使
い
方
を
習
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
！
今
後
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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シ マ の 話 題 Topics in KIKAIJIMA
　

高
祖
祭
（
ウ
ヤ
ン
コ
ー
）
が
10

月
28
日
、
旧
湾
小
、
旧
荒
木
小
、

旧
滝
川
小
校
区
、
旧
上
嘉
鉄
小
校

区
の
一
部
と
嘉
鈍
集
落
で
あ
っ
た
。

　

高
祖
祭
は
旧
暦
９
月
の
壬
戌
（
み

ず
の
え
い
ぬ
）
の
日
に
行
わ
れ
る
墓

祭
り
。
旧
暦
８
月
の
最
初
の
丁
（
ひ

の
と
）
か
ら
５
日
目
の
「
シ
バ
サ
シ
」

を
行
わ
な
い
集
落
で
行
わ
れ
る
。

　

集
ま
っ
た
参
拝
者
は
、
持
参
し

た
花
や
菓
子
を
墓
前
に
供
え
、
線

香
を
た
き
礼
拝
。
近
く
に
あ
る
親

類
の
お
墓
に
も
お
参
り
し
た
。
以

前
は
一
部
集
落
で
、
墓
参
り
が
す

む
と
近
い
人
た
ち
が
集
ま
り
祝
宴

を
開
い
て
い
た
。
こ
の
日
に
合
わ
せ

島
外
か
ら
多
く
の
方
々
が
帰
郷
し
、

い
つ
も
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
る
墓

地
が
祖
先
に
感
謝
す
る
大
勢
の
人

達
で
に
ぎ
わ
う
。

　

高
祖
祭
（
旧
暦
９
月
の
壬
戌
）

か
ら
９
日
目
の
庚
午
（
か
の
え
う

ま
）
に
あ
た
る
フ
ユ
ン
ミ
（
冬
折
目
）

の
11
月
５
日
、
中
里
集
落
で
ム
ッ

チ
ィ
ー
ム
ラ
イ（
餅
貰
い
）が
あ
っ
た
。

　

中
里
で
最
も
子
ど
も
の
数
が
多
い

４
号
で
は
、
午
後
６
時
30
分
頃
に

開
始
。
10
時
頃
ま
で
ニ
セ
（
青
年
）

や
メ
ー
ラ
ビ
（
娘
）
達
が
集
ま
っ
て

列
を
作
り
、
餅
貰
い
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
集
落
内
の
家
々
を
回
り
、
各

家
庭
か
ら
貰
っ
た
菓
子
や
現
金
を

各
々
に
分
配
し
た
。

　

こ
の
行
事
に
初
め
て
参
加
し
た
榮

邑
治
く
ん
（
６
才
）
は
「
最
初
は

恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
お
兄
ち
ゃ

ん
達
と
一
緒
に
い
ろ
ん
な
家
に
行
っ

て
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も
行
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

10
〜
11
月
に
か
け
、
各
集
落
区
で
豊
年
祭
り
が
催
さ
れ
、
豊
年
相
撲
や
八
月
踊
り
で
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
た
、

10
月
30
日
は
中
里
集
落
で
は
奇
祭
「
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
老
若
男
女
の
空
飛
ぶ
ソ
ー
メ
ン
争
奪

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

祖
霊
に
感
謝

　

各
集
落
で
ウ
ヤ
ン
コ
ー

中
里
の
伝
統
行
事

　
　
　
「
ム
ッ
チ
ィ
ー
ム
ラ
イ
」

豊
年
祭
り
・
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
な
ど

豊
年
祭
り
・
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

特
色
あ
る
地
域
行
事
が
各
集
落
で
開
催

　
　
　
　
　
　
　

特
色
あ
る
地
域
行
事
が
各
集
落
で
開
催

中里 ・ ソーメンガブー中里 ・ ソーメンガブー

繰り広げられた争奪戦 ナニコレ珍百景も撮影に！ 夜空にソーメンが舞う

花吹雪舞う棒踊り 爆笑を誘った、しょっきり相撲

荒　木荒　木 湾湾

どっちもまけるな 数年ぶりに復活した一般相撲 輪になって　八月踊り

志戸桶志戸桶 坂　嶺坂　嶺 赤　連赤　連
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喜界町の地域活性化を目指すため、シマを

元気づけ、全国にシマの特産品や観光をＰＲ

していくキャラクターを募集します！

☆★ご当地キャラ募集要項★☆

喜界島愛に溢れていること

未発表の自作の作品であること

（既存のデザインの模倣等は対象外となりま

す）

全体像であること。顔だけ、バストアップ等の

デザインは対象外となります。

キャラのジャンルは問いません。ゆるキャラ、

ヒーロー、萌えやコスプレ等自由な発想で！

☆★キャラの活用法★☆

喜界町のマスコットとして、広報きかいやホー

ムページ、観光案内板等に登場し、喜界町の

観光を手伝ってもらいます。

☆★採用について★☆

・採用されたキャラは広報及びホームページ

上にて発表し、その際に出展者の氏名等は

公表いたしません。

・採用された出展者には記念品を送付します。

☆★キャラクターの名前について★☆

・デザイン発表後に再度みなさまより募集し

ます。

☆★著作権について★☆

・採用された時点で権利を喜界町に無償譲

渡していただきます。

・採用後、デザインの修正等が加えられるこ

とがありますのでご了承ください。

ご当地キャラ

 大募集!!
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先
月
号「
教
育
委
員
会
の
と
び
ら
」掲
載
の

小
学
陸
上
記
録
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
５
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
若
松　

杏（
喜
界
）15
秒
９

②
勝
本　

千
尋（
喜
界
）16
秒
２

③
菊
地　

友
紀（
早
町
）16
秒
５

【
５
年
男
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
重
村　

大
和（
喜
界
）15
秒
３

②
向
井　

大
賀（
喜
界
）16
秒
３

③
吉
行　

郁
海（
喜
界
）16
秒
４

【
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
北
村　

杏
理（
喜
界
）15
秒
７

②
石
原　

美
湖
桃（
喜
界
）15
秒
９

③
池
田　

紗
英（
早
町
）16
秒
６

【
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
走
】

①
基
島　

大
地（
喜
界
）14
秒
２

②
西　

真
生（
早
町
）14
秒
４

③
久
保　

龍
助（
喜
界
）14
秒
７

　

和
田　

拓
馬（
喜
界
）14
秒
７

【
６
年
女
子
60
ｍ
障
害
走
】

①
石
原　

美
湖
桃（
喜
界
）12
秒
４

②
豊　

野
乃
香（
喜
界
）12
秒
７

③
菊
地　

優
香（
喜
界
）13
秒
２

【
６
年
男
子
60
ｍ
障
害
走
】

①
基
島　

大
地（
喜
界
）10
秒
４

②
撰　

隆
喜（
喜
界
）11
秒
８

③
川
畑　

誠
也（
喜
界
）12
秒
１

【
５
年
女
子
８
０
０
ｍ
走
】

①
初　

く
る
み（
喜
界
）３
分
10
秒

②
体
岡　

天
音（
喜
界
）３
分
15
秒

③
廣
谷　

想
歩（
喜
界
）３
分
18
秒

【
５
年
男
子
８
０
０
ｍ
走
】

①
向
井　

大
賀（
喜
界
）２
分
58
秒

②
梅
原　

匠（
早
町
）３
分
03
秒
41

③
樋
口　

周
斗（
早
町
）３
分
03
秒
80

【
６
年
女
子
８
０
０
ｍ
走
】

①
北
村　

杏
理（
喜
界
）３
分
02
秒

②
上
園
田　

ゆ
き
乃（
喜
界
）３
分
16
秒

③
加
島　

希
美（
喜
界
）３
分
25
秒

【
６
年
男
子
８
０
０
ｍ
走
】

①
西　

真
生（
早
町
）２
分
43
秒

②
米
田　

健
人（
早
町
）２
分
53
秒

③
和
田　

拓
馬（
喜
界
）２
分
57
秒

【
５
年
女
子
走
り
幅
跳
び
】

①
朝
日　

美
咲（
喜
界
）３
ｍ
42

②
勝
本　

千
尋（
喜
界
）３
ｍ
09

③
奥
野　

花（
喜
界
）２
ｍ
96

【
５
年
男
子
走
り
幅
跳
び
】

①
冨　

悠
喜（
喜
界
）３
ｍ
31

②
吉
行　

郁
海（
喜
界
）３
ｍ
26

③
廣　

太
樹（
喜
界
）３
ｍ
22

【
６
年
女
子
走
り
幅
跳
び
】

①
豊　

野
乃
香（
喜
界
）３
ｍ
19

②
森
本　

さ
く
ら（
喜
界
）２
ｍ
84

③
新
田　

美
海（
早
町
）２
ｍ
79

【
６
年
男
子
走
り
幅
跳
び
】

①
田
向　

俊
介（
喜
界
）３
ｍ
20

②
模　

幸
正（
喜
界
）３
ｍ
18

③
福
原　

健
人（
喜
界
）３
ｍ
17

 【
５
年
女
子
走
り
高
跳
び
】

①
若
松　

杏（
喜
界
）１
１
０
㎝

②
菊
地　

友
紀（
早
町
）１
０
５
㎝

③
酒
井　

杏
実（
早
町
）１
０
５
㎝

【
５
年
男
子
走
り
高
跳
び
】

①
重
村　

大
和（
喜
界
）１
１
５
㎝

②
吉
原　

拓
郎（
早
町
）１
０
５
㎝

③
市
來
崎　

裕
政（
喜
界
）１
０
０
㎝

　

保　

萌
生（
喜
界
）１
０
０
㎝

　

前
島　

克
哉（
喜
界
）１
０
０
㎝

【
６
年
女
子
走
り
高
跳
び
】

①
渡
辺　

千
恵
美（
早
町
）１
０
５
㎝

②
大
山　

美
結（
早
町
）１
０
０
㎝

③
上
地　

佑
奈（
喜
界
）95
㎝

【
６
年
男
子
走
り
高
跳
び
】

①
川
畑　

誠
也（
喜
界
）１
１
５
㎝

②
竹
下　

耕
大（
早
町
）１
１
５
㎝

　

米
田　

康
人（
早
町
）１
１
５
㎝

③
岩
松　

大
和（
喜
界
）１
１
５
㎝

※ 

順
位
は
試
技
回
数
が
少
な
い
も
の
が
上
位

と
な
る
。

【
５
年
女
子
リ
レ
ー
】

①
喜
界
Ａ（
朝
日・勝
本・若
松（
紺
）・若
松

（
杏
））１
分
06
秒
５

②
早
町（
浜
田・竹
下・酒
井・菊
地
）１
分
10
秒

３③
喜
界
Ｂ（
初・上
地・体
岡・竹
山
）１
分
12
秒

３【５
年
男
子
リ
レ
ー
】

①
喜
界
Ａ（
前
原・
向
井・堀
口・重
村
）１
分
04

秒
７

②
早
町（
榮・樋
口・吉
原・梅
原
）１
分
07
秒
４

③
喜
界
Ｂ（
吉
行・廣・富・向
井
）１
分
07
秒
９

【
６
年
女
子
リ
レ
ー
】

①
喜
界
Ａ（
北
村・石
原・長
田・八
木
）１
分
06

秒
１

②
喜
界
Ｂ（
豊・冨・上
地・森
本
）１
分
07
秒
１

③
早
町（
福
島・新
田・坂
野・池
田
）１
分
08
秒

１【６
年
男
子
リ
レ
ー
】

①
早
町（
米
田（
康
）・森・米
田（
健
）・西
）１
分

01
秒
６

②
喜
界
Ｂ（
福
原・田
向・模・築
）１
分
03
秒
８

③
喜
界
Ａ（
基
島・和
田・久
保・外
内
）記
録
な

し

平
成
24
年
度
第
46
回
喜
界
町

　

小
学
校
陸
上
記
録
会
結
果

　

今
般
の
奄
美
地
方
に
お
け
る
台
風
に
よ
る
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
災
害
に
遭
わ
れ
た

と
き
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
続
き
等
が
あ
り
ま
す
。

【
納
税
の
猶
予
】

　

災
害
に
よ
り
、
相
当
の
損
失
を
受
け
ら
れ
、
納
付
期
限
ま
で
に

納
税
で
き
な
い
場
合
は
、所
轄
税
務
署
長
に
「
納
税
の
猶
予
申
請
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一　

損
失
を
受
け
た
日
に
納
付
期
限
が
到
来
し
て
い
な
い
国
税

（
１
） 

損
失
を
受
け
た
日
以
後
一
年
以
内
に
納
付
す
べ
き
国
税
↓
納

期
限
か
ら
一
年
以
内
に
納
税

（
２
） 

所
得
税
の
予
定
納
税
や
法
人
税
・
消
費
税
の
中
間
申
告
分
↓

確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
納
税

二　

既
に
納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
国
税

　

一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
国
税
↓
原
則

と
し
て
一
年
以
内
に
納
税

【
申
告
な
ど
の
期
限
の
延
長
】

　

災
害
に
よ
り
、
申
告
、
納
付
な
ど
を
そ
の
期
限
ま
で
に
で
き
な
い

と
き
は
、
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
か
月
以
内
の
範
囲
で
、
そ

の
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

↓
所
轄
の
税
務
署
長
に
申
告
、
納
付
な
ど
の
期
限
の
延
長
を
申
請

し
、
そ
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

【
納
税
証
明
書
の
手
数
料
に
つ
い
て
】

　

災
害
の
復
旧
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
受
け
る
た
め
の
納
税

証
明
書
の
手
数
料
は
、
無
料
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
】

　

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、

一
定
要
件
の
下
、
確
定
申
告
で
①
「
所
得
税
法
」
に
定
め
る
雑
損

控
除
に
よ
る
方
法
、
②
「
災
害
減
免
法
」
に
定
め
る
税
金
の
軽
減

免
除
に
よ
る
方
法
、
の
い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
、
所
得
税
の
全
部
又
は
一
部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

大
島
税
務
署
（
電
話　

〇
九
九
七
ー
五
二
ー
四
三
二
一
）
※
自

動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
の
納
税
の
猶
予
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

申
告
な
ど
の
期
限
延
長

▼ 

大
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
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有料広告

「私達の島を伝えたい」とは、

　全国・世界の人々ヘの「伝えたい」アピールであり、

　島を離れて故郷を想い頑張る、喜界島出身の方々への「伝えたい」エールでもあり、

　未来の子供たちへの「伝えたい」メッセージでもあります。

　そして、この「伝えたい」想いには、愛情と自信と誇りがたっぷりと詰まっているはずです。「私

達の島を伝えたい」コンクールは、その年毎にテーマを設定し、絵画、ポスター、作文、標語、

造形等～、様々な形で、毎年開催致します。

●第３回＜絵画＞作品テーマ・・・『未来予想図―喜界島の未来を描こう―』

　学校再編という大きな変化があった中で、喜界島のこれからに想いを巡らせ、「島の未来は、

こんな風だったらいいな。」や「こうあってほしい。」を、自由に描いてみませんか。

≪募集要項≫

①対象 ・・・・・・ 小学生・中学生・高校生・（一般）

②締め切り ・・・・ 平成 25 年１月 21 日（月）

③出品数 ・・・・・ １人 1 点（もしくは、グループ作品）

④賞 ・・・・・・・ 朝日酒造賞・優秀賞・特選（賞状・賞品）・入選（賞状）・参加賞

・・・・・・・・・（朝日酒造賞作品は、限定で焼酎のラベルにする予定です）

⑤審査基準 ・・・・  テーマに沿っていること。その作品から、個々の想いが伝わってくるもの。

想像力を駆り立てるもの。

⑥入賞作品発表 ・・ 広報きかい（表彰式・・・平成 25 年２月中旬予定）

⑦入賞作品展示 ・・ 朝日酒造貯蔵庫にて（平成 25 年２月 16 日～ 18 日）

⑧その他 ・・・・・ 用紙自由

 【一般募集】

一般の方の作品も募集します（ただし、審査対象外とさせていただきます）

作品は、児童生徒作品と一緒に、朝日酒造貯蔵庫にて展示致します。

お手数ですが、朝日酒造までお持ち下さい。

たくさんのご応募お待ち致しております。

（締め切り・・・平成 25 年１月 21 日（月））

【絵画コンクール】　作品募集【絵画コンクール】　作品募集

【主催・問合先】朝日酒造（株） ６５－１５３１

【後援】喜界町教育委員会

第 3 回 朝日酒造 「私達の島を伝えたい」 コンクール第 3 回 朝日酒造 「私達の島を伝えたい」 コンクール

らに想いを巡らせ、「島の未来は

に描いてみませんか。

・入選（賞状）・参加賞

15　Kikai Public Relations 2012.12



西島　昭雄 さん
（昭和２年生・85 歳・島中）

　終戦を海軍兵学校で
迎え、その後 41 年間、
教員として多くの子供
達を指導してきた昭雄
さん。
　今の趣味はゲート
ボール。趣味が高じ、
一級審判員や指導員の
免許まで取得しまし
た。長寿の秘訣もやっ
ぱりゲートボール。今
後の目標は「地元チー
ムで県大会優勝」と
語ってくれました。

まだわあさんど

　坂嶺郵便局前に咲く
蕗の花。蕗を象徴する
黄色の美しい花は郵便
局を訪ねるお客さんを
温かく迎えていました。
　蕗はキク科フキ属に
属する雌雄異株の多年
生植物で、栽培もされ
る食用作物。原産地は
日本。名前の由来は諸
説ありますが、冬に黄
色い花が咲くことから
冬黄（ふゆき）、それがつまって「ふき」という呼
び名になったと言われています。花言葉は、愛嬌・
公平・私を認めて。

～蕗の花～今月の花

毎月５日をエコライフデーとし、電気・水・燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。

「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごしま県民運動推進会議12 月の取組

①無駄なライトを消して、電気を大切にします
②白熱電球を電球型蛍光ランプやLED電球に交換します
③こまめな消灯を心がけます

環境にやさしい住まい方（節電）

　　 
             

 
　
　

経済産業省・鹿児島県・喜界町

○平成２４年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、24年

１２月３１日 時点で実施します。

○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要

な調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

○調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として利

活用されます。

○調査票に御記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは

絶対にありません。

○調査の趣旨・必要性を御理解いただき、御回答をよろしくお願いいたします。
工業統計キャラクター・コウちゃん

平成24年工業統計調査を実施します

  

鹿
児
島
県
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消

登
録
手
続
き
は
確
実
に
！

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て

い
る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使

用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
廃
車
し
た
場
合
に
は
登
録
手

続
が
必
要
で
す
。

○
移
転
登
録
：
自
動
車
を
下
取

り
に
出
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た

と
き
。
他
人
の
自
動
車
を
買
っ
た

と
き

○
抹
消
登
録
：
自
動
車
を
使
用

し
な
く
な
っ
た
と
き

○
変
更
登
録
：
住
所
・
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き

▽
問
い
合
わ
せ
先

登
録
手
続

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

☎
0
5
0（
5
5
4
0
）2
0
8
9

　

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所☎
0
5
0（
5
5
4
0
）2
0
9
0

  

自
動
車
税
に
つ
い
て
は

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車

税
課

☎
0
9
9（
2
6
1
）5
6
1
1

　

最
寄
り
の
地
域
振
興
局
・
支
庁

県
税
課

　

今
月
号
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
「
シ
マ
の

神
社
を
見
て
あ
る
記
」
を
休
刊
し
ま
す
。

　

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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＊＊＊＊＊＊＊おおきくなあれ＊＊＊＊＊＊＊

〈
み
ち
づ
れ
〉

夕
暮
れ
て
池
の
ほ
と
り
の
木
に
止
ま
る

白
鷺
見
て
は
花
を
見
粉ま

が
う

                

有
村
　

道
子

お
歳
暮
に
孫
の
給
い
し
こ
の
毛
布

被か
ぶ

れ
ば
夜
毎
ぬ
く
も
り
に
満
つ

                

美
代
　

イ
シ

家
ご
と
に
営
み
あ
り
て
灯ひ

を
と
も
す

夕
暮
れ
時
の
窓
あ
た
ゝ
か
き

                

平
尾
　

チ
ヨ

〈
萌
葉
会
〉

秋
深
し
夜
風
に
乗
っ
て
響
く
音

八
月
踊
り
島

し
ま
っ
ち
ゅ

人
の
絆

                

安
田
　

初
枝

一
年
の
無
事
を
祈
り
て
手
を
合
わ
す

線
香
の
煙
た
な
び
く
ウ
ヤ
ン
コ
ー

                

平
島
　

初
子

訪
ね
来
し
雀
が
一
羽
織は

た機
の
上

借は

ら
ち
た
ぼ
れ
と
囀

さ
え
ずり

否い
な

や

                

井
澤
紀
美
子

ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
珍
百
景
来
し
珍
客
に

賑
は
ひ
増
し
て
麺
舞
ひ
踊
る

                

前
田
喜
代
美

古
寺
の
庭
先
に
咲
く
臘

ろ
う
ば
い

梅
の

静
寂
の
な
か
香
り
た
だ
よ
う

                
豊
島
　

文
子

十
五
夜
の
豊
年
祭ま

つ
り
太
鼓
の
音

踊
り
に
相
撲
集む

ら落
繁さ

か
え栄

よ
と

              

高
田
エ
ツ
ミ

秋
雨
に
紅
葉
染
め
し
里
の
山

も
み
づ
る
萩は

ぎ
は葉

山や
ま
あ
い

間
の
華

は
な

                

豊
島
　
　

瞳

喜界町の推計人口
（平成24年11月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,540戸 （△ 2）

人 口   ・・・・ 7,797人 （４）

男   ・・・・ 3,775人 （△１）

女   ・・・・ 4,022人 （５）

（　）は前月比

戸
籍
の
窓

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

住

所

羽

里

手
久
津
久

湾

赤

連

　

氏　

名　

牧
野　

秀
明

德
永
さ
つ
き

利
村　

隆
也

牧
野　

愛
奈

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名

廣
司　

泰
男

𠮷
川　

義
造

津
島
ノ
ブ
エ

富
山
百
合
秋

高
岡　

壱
清

益　

マ
ツ
エ

𠮷
岡
マ
ス
エ

森
元　

幸
子

嶺　

フ

ミ

染　

見

生

旭　

惠

啓

重　

純

義

橋
口
不
二
夫

喜
村　

豊
次

年
齢

78
才

68
才

81
才

72
才

12
才

88
才

88
才

84
才

98
才

82
才

69
才

85
才

70
才

84
才

住

所

上
嘉
鉄

花
良
治

小
野
津

湾
赤

連

上
嘉
鉄

池

治

手
久
津
久

島

中

荒

木
湾

志
戸
桶

伊
実
久

志
戸
桶

11
月
号
７
ｐ
「
あ
ゆ
み
・
の
ぞ
み

運
動
会
」
の
記
事
中
、
朝･

日･

浩
之

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
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中
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志
戸
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赤
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 いつも一所懸命で優しい果南、マイペースで遊びの天

才空大、ヒーローものが大好きだけど、泣き虫で甘えん

ぼの海大、３人共今年一年で、心も体も大きく成長しま

した。これからも、健康でたくさん友達をつくってね。

３人の笑顔が私たちの宝物です。（両親より）

　生まれたときは４６８ｇ。とっても小さな女の子。心

配な事もたくさんあったけど、風邪ひとつひかず元気に

育ってます。天気予報と相撲が大好きなふたば。ふたば

の成長がみんなの楽しみです。お友達とたくさん遊んで、

元気いっぱい大きくなあれ。（両親より）

吉田　ふたばちゃん（１歳・赤連）吉田　ふたばちゃん（１歳・赤連）
父　克成さん　母　こずえさん父　克成さん　母　こずえさん

保科　果南（かなみ）さん（10歳）（左）保科　果南（かなみ）さん（10歳）（左）
　　　空大（そら）くん（８歳）（右）　　　空大（そら）くん（８歳）（右）
　　　海大（まひろ）さん（４歳）（中）（阿伝）　　　海大（まひろ）さん（４歳）（中）（阿伝）
父　一美さん　母　智美さん父　一美さん　母　智美さん
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く ら し の ーカ レ ン ダ

納付をお忘れなく！（12月）
【税】固定資産税第３期　12／ 25まで
【使用料】12月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料
月末が年末にあたるため１／４まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めて
ください。納入はお早めに！！

（平成 24年 12月21日～
　　平成 25年 1月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。年末年始の休館日は12／29～１／３です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。
毎
毎

滝川から坂嶺へタスキリレー滝川から坂嶺へタスキリレー ゴール前のデットヒートゴール前のデットヒート

日 月 火 水 木 金 土
12/21 12/22

●災害査定（ 12/18
～ 12/21）
●家畜巡回検診

●ミニ図書館フェス
タ【 図書館 10:00 ～
18:00】
●青少年武道錬成大
会（ 相撲） ～ 23 日

【 喜界町相撲場 9:00
～ 16:00】

12/23 12/24 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29

●青少年武道錬成大
会（ 相撲） ～ 23 日

【 喜界町相撲場 9:00
～ 16:30】

●御用納め

12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5

● 平 成 25 年 喜 界
町 成 人 式【 喜 界 町
休養村管理センター
10:00 ～ 11:30】

●雇用保険認定日 
【 研修室 8:30 ～】
●仕事始め

1/6 1/7 1/8 1/9 1/10 1/11 1/12

●体操教室【 役場コ
ミュニティー 19:00
～ 20:30】

●体操教室【 役場コ
ミュニティー 9:30 ～
11:00】

1/13 1/14 1/15 1/16 1/17 1/18 1/19

●登記相談【 役場ト
レーニング室 13:00
～ 16:00】
●精神デイケア【 旧
す こ や か セ ン タ ー
14:00 ～ 16:00】

●予防接種【 旧すこ
やかセンター 14:45
～ 16:00】
●登記相談【 役場ト
レ ー ニン グ 室 9:00
～ 12:00】
●早町小学校移動図
書館 (1・2・3 年生 ) 

【 13:15 ～】

●早町小学校移動図
書館 ( ４・５・６年生 ) 

【 13:15 ～】

1/20

駅伝大会ミニスナップ駅伝大会ミニスナップ

最年長の福原さん（左）と最年長の福原さん（左）と
　　　　　　　　福井さん（右）　　　　　　　　福井さん（右）

緊張の一瞬緊張の一瞬

18


